
自己紹介
横浜生まれ 
大和市育ち

心理学専攻

歌手

作業療法士 回復期 
リハビリテーション 

病院

自己紹介

訪問看護 
ステーション



人間作業モデルとは



人間作業モデル（MOHO）

・1980年にKielhofnerらによって                         
Model of Human Occupation（MOHO）が発表 

・以後作業に焦点をあてたモデルとして世界的に利用さ
れている作業療法の理論（第5版まで発行）



人間作業モデル（MOHO）

意思 
・個人的原因帰属 
・価値 
・興味 

遂行能力 
・主観的経験 
・客観的構成要素 

習慣化 
・役割 
・習慣 

環境 
・物理的環境 
・社会的環境 



人間作業モデル（MOHO）

(湘南OT講義より引用)



人間作業モデル（MOHO）の評価法

MOHOST VQ ACIS 興味チェック
リスト

役割チェック
リスト

認知症絵カード
評価法

OQ

OSA

OPHI-II

OCAIRS

WRI

WEIS SCOPE COSA

etc..



人間作業モデルはどう役立つ？

MOHOは、医学的な疾患・障害の有無にかかわらず、何
らかの作業に関する問題を体験している人を対象に、作
業への参加を通して作業適応を促進するためのアプロー
チである。

(京極,作業療法理論の教科書)

評価・介入・効果判定と一貫性を持った戦略でクライエントに関わることが出来る



人間作業モデルの学び方



実践で使いながら学んでいきしょう！

人間作業モデルの学び方



事例で考える人間作業モデル



事例



人間作業モデルでのリーズニング



人間作業モデルでのリーズニング

圧迫骨折

自己効力感 
意欲・発動性 
の低下 
役割の喪失



人間作業モデルでのリーズニング

調理（ちくわの煮物）

自己効力感 
の向上 

役割の再獲得



事例



人間作業モデルでのリーズニング



事例



人間作業モデルでのリーズニング



事例



人間作業モデルでのリーズニング



理論はクライエントを知るための地図



グループワーク



担当のクライエントを思い浮かべて、実際の事例に当てはめてみて　　
人間作業モデルの用語で介入のストーリーを言語化してみましょう！



例えば、、 
60代の元ジャズギタリストの方、脳梗塞で右半身の麻痺がある、また音楽
をやりたいし、昔行っていたジャズバーにも行きたいという目標に対して、
興味や価値などの意志に基づいて、ピアノのセッション、歩行練習、階段昇
降練習を行い、活動性を引き出していきました。するとタクシーでジャズ
バーに数年ぶりに行くことができたり、施設の入居者同士の音楽を通じた
交流が生まれ、歩行能力等の遂行能力の向上、音楽家としての役割の再獲
得など習慣にも影響があり、生活に好循環が生まれました。 


